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1.これまでのハイティーン会議 

ハイティーン会議とは、 

中野区在住・在学・在勤の中高生年代が、学校や学年を
超えて特定のテーマについて議論や調査を行い、 

意見表明に繋げていくワークショップです。 

 

2021年度（第19回）までは、中野区直営により実施されて
いました。 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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※資料は2021年度の実施報告書より抜粋



2.2022年度のコンセプト 

「中野」に根付いた 

中高生の探究・チャレンジ 

× 

ハイティーン目線での中野を 

「中野区」にしっかりと伝える報告会 

「理想のなかの」を考え、行動する 

「新」ハイティーン会議へ。 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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2.2022年度のコンセプト 

中野区×NPOカタリバ 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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ハイティーン会議×若者会議 

＋

・NPOカタリバがプログラム運営を受託 

 

・2022年度に新設された「若者会議」と連動し、　より多
世代、より地域に密着した会議へ 

 

※若者会議…区内在住・在学・在勤の若者（18-39歳）を　　　　　　
対象に、若者の意見を地域に届ける仕組みを　　　　　　検討す
るワークショップ 



ハイティーン会議全体の流れ 

①「理想のなかの」を検討 
┗ひとりひとりが、自分の興味関心を軸に、「こうしたらもっと中野が良くな 　る」「中
野の●●な魅力をもっと伸ばしたい」など理想を検討！ 

 

②「チャレンジ」を策定 
┗「理想のなかの」の実現に向けて、実際の行動目標を立てる。「まずは●● 

  イベントを自分でやってみる」「オリジナルハッシュタグを考え、SNSで広 

  報キャンペーンをやってみる」など 

 

③チャレンジ達成に向けた活動 
┗自分でチャレンジを立てるハイティーンだけでなく、他のハイティーンが立　ち上げ
たチャレンジに参加して、アシストするハイティーンも。 

 

④区長、教育長などへの報告会 
┗行動を伴った学びの報告・意見表明により、従来以上に「10代の声」を 

　届けられる、特別な1日に！ 

第1章 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ハイティーンと若者のタッグ 

①「理想のなかの」を検討 
 

 

②「チャレンジ」を策定 
 

 

③チャレンジ達成に向けた活動 
 

④区長、教育長などへの報告会 

ハイティーン  若者 

・意見の引き出し 

・感じていることを言語化するサポート 

 

・議論のファシリテーション 

・オンラインMTGの調整 

・チャレンジ発展へのアイデア出し 

・協力してくれる地域の大人を紹介 

 

・発表の構成検討 

・資料作成サポート 

「伴走」

第1章 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若者会議参加者が「メンター」として、ハイティーンのチャレンジをサポートし
ました。中高生2-4人程度のグループに、若者1-2人程度が入り、日々アイ

デアを交換しました！  



　3.参加者 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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今年度ハイティーン会議参加者は 

合計23人でした。 

 
内訳 
中学2年　6人 
中学3年　8人 
高校1年　4人 
高校2年　5人 



　4.本年度の実施内容 

第1章 
ハイティーン会議とは？  

8/28  キックオフ・フィールドワーク  

9/18 
「チャレンジ」表明 

 

10/16  チャレンジ中間報告 

11/20 
チャレンジ活動時間 

※「子どもの権利の日フォーラム」参加 

12/17  報告会前日準備 

12/18  報告会！ 

年末の報告会をゴールに、 
月に1回、ハイティーンと若者が集い、自分

たちの「理想のなかの」について 
議論・アクションを行いました。 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　実施内容 

#1　キックオフ・フィールドワーク（8月）① 

【日時】8/28 14時～18時 
【場所】中野区役所 

お互いに初対面の第1回。 
・学校、学年を超えた仲間と知り合う 
・若者と出会い、地域の大人を身近に感じる 
・「今まで知らなかった中野」に気づく 
を目的に、ハイティーン・若者混成チームで、中野駅周辺エリアへの 
フィールドワークを実施。感じたことを言語化するワークも行いました。 

内容  時間  詳細 

アイスブレイク・自己紹介  30分 
5人程度でグループになり、自己紹
介ワーク 

ハイティーン会議の説明  10分  今後の流れなどをアナウンス 

フィールドワーク  60分 
若者の案内で、中野区の色々なエリ
アを散策 

フィールドワーク振り返り  40分 
街で撮影した写真を貼りながら、模
造紙に中野を表現 

「チャレンジの種」発見ワーク  15分 
街で感じたことと、自分の興味関心
を組み合わせて、チャレンジのテー
マを考える 

若者のチャレンジ発表  50分 
若者だったらどんなチャレンジをした
いか？を聞いて、自分のチャレンジ
の種を発展させる 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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　実施内容 

#1　キックオフ・フィールドワーク（8月）③ 

見慣れた街にも、知らないことがたくさんありました。 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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フィールドワークは、中野区役所を発着点に、 
①中野四季の森公園周辺　②中野ブロードウェイ周辺 
③レンガ坂周辺　④なかのZERO周辺 
の4チームで実施しました。 
 
区役所に戻ってからオリジナルの地図を作成するため、街の様々なところを観
察。記録のため、写真もたくさん撮っていきます。 



　実施内容 

#1　キックオフ・フィールドワーク（8月）④ 

© 2022 Nonprofit Corporation KATARIBA 　

第1章 
ハイティーン会議とは？  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▲ワークシートを使って、街で感じたことを言語化しました。 



　実施内容 

#1　キックオフ・フィールドワーク（8月）⑤ 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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▲ワークシートを使って、街で感じたことを言語化しました。 



　実施内容 

#1　キックオフ・フィールドワーク（8月）⑥ 

© 2022 Nonprofit Corporation KATARIBA 　
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▲ワークシートを使って、街で感じたことを言語化しました。 



　実施内容 

#1　キックオフ・フィールドワーク（8月）⑦ 

区役所に帰ってきたら、面白かったスポットや感じたことを模造紙にまとめます。 
一緒に歩いたメンバーで「結構緑があったのが意外だったな」「この写真よく撮れた！」と
盛り上がりながら、頑張って仕上げました。 
 
そして中野のことをより知った後は、自分が挑戦してみたい「チャレンジの種」を考える
ワーク。みんな悩みました！ 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　実施内容 

#2　「チャレンジ」表明（9月）① 

【日時】9/18 14時～16時 
【場所】中野区役所 

中野への気付きと自分自身の興味関心をクロスさせて、 
ハイティーンが具体的なチャレンジを表明しました。 
結果、23人は8つのチャレンジに分かれて活動に臨むことに決定。 
メンバーで顔合わせをして、まず取り組むアクションを具体化しました。 

内容  時間  内容 

アイスブレイク  10分  1か月ぶりの緊張をほぐす！ 

「チャレンジ」の形を考える  15分 
アンケートでテーマを深堀る？イベント
を実施する？ものづくり？ 

「チャレンジリーダー」決め  10分 
先月のアイデア出しを踏まえて、「自分
でチャレンジを立ち上げるかどうか」を
決定。 

チャレンジ発表  40分  出そろったチャレンジを順番に発表！ 

入りたいチャレンジ検討  15分 
自分ではチャレンジを立ち上げなかった
中高生や若者が、どのチャレンジに参
加して一緒に活動するかを悩む時間。 

チャレンジ顔合わせ  20分 
チャレンジのメンバーが確定！顔合わ
せと、さっそく何から動くかを話し合い。 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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　実施内容 

#2　「チャレンジ」表明（9月）② 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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▲前回の宿題「マインドマップ」 
 
「チャレンジ」を考えるために、自分自身の興味関心を見つ
めなおしました。  



　実施内容 

#2　「チャレンジ」表明（9月）③ 

出そろったチャレンジは、 
学び舎を作る / 中野駅を明るく /区外の人にも自慢でき
る中野に / ドッグラン / 子どもから大人まで自由に話せる
場 / 中野の交通 / 中野の魅力を発信 / 中野のPV制作 
の8つでした。 
それぞれの活動は第2章で詳報します。 

© 2022 Nonprofit Corporation KATARIBA 　
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今回はゲストもお呼びし、チャレンジ検討のお手伝いをしていただきました。  

尼崎市立ユース交流センター長 
片岡一樹さん 

中野区 
子どもの権利擁護推進審議会 

相川梓さん  

なかなかの　代表 
伊藤隼平さん  



　実施内容 

#3　チャレンジ中間発表（10月）① 

【日時】10/16 14時～16時 
【場所】中野区立教育センター 

全体の折り返し地点となった第3回ハイティーン会議。 
①中間発表に向けてチャレンジの動きが加速する 
②他のチャレンジの状況を聞き、刺激やアイデアをもらう 
③自由時間を活用して活動を深めつつ関係性も構築していく 
ことをゴールに、各チャレンジはそれぞれの現状を中間発表。 
 
その後は活動に向けたプラン作り・イベント内容作り・アンケート作成など精力的に活動しま
した。 

内容  時間  詳細 

チャレンジ進捗中間発表  30分 
各チャレンジが1か月間で考えたこ
と、実施したアクションを発表 

チャレンジごとに 
打ち合わせ・アクション 

60分  チャレンジごとの自由活動時間 

第1章 
ハイティーン会議とは？  

20



　実施内容 

#3　チャレンジ中間発表（10月）② 

中間発表を通して、自分たちのチャレン
ジを客観視できました。 
 
また、メンターの若者たちは事前に 
各チャレンジの状況をチェックし、 
タスクを整理しました。 

© 2022 Nonprofit Corporation KATARIBA 　
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NPOカタリバ広報（日本テレビ休職中）

加藤　聡さん

今回も3人のゲストをお呼びし、 
専門知識を生かして各チャレンジにアイデアを授けていただきました。  

中野区まちづくり推進部
中野駅周辺まちづくり担当部長

松前　友香子さん

中野区教育委員会

西　敏生さん



　実施内容 

#3　チャレンジ中間発表（10月）③ 

▼報告会を意識すると、不安だらけです。 
12月までに何ができるか、真剣に議論。 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◀ゲストを交えながら、不登校支援の在
り方や、中野駅周辺再開発について意
見を出し合う。60分の自由時間もあっと
いう間でした。 

▼メンターとハイティーンのタッグも深まっ
てきました！ 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　実施内容 

#4　チャレンジ活動日（11月）① 

【日時】11/20 14時～16時 
【場所】中野区役所 

報告会までラストの開催となった11月回です。 
10月同様に各チャレンジの自由活動時間がメインとなり、 
①12月の報告会までの残り1か月の過ごし方を明確に決める 
②区長らとのオンライン意見交換を通して、自分たちの意見の価値を認識する 
ことを目指しました。 

内容  時間  内容 

報告会の説明  10分 
「理想のなかの」を区長に伝えるため
に、残りの期間でどんなことができるか
を例示。 

全体告知タイム  15分 
開催予定のイベント参加呼びかけや、
アンケートの回答依頼など、チャレンジ
からの告知 

チャレンジごとに 
打ち合わせ・アクション 

75分 

チャレンジごとの自由活動時間 
 
その中で、順番に 
「子どもの権利の日フォーラム」オンライ
ン登壇。 
5分×8グループ。 
 
①ハイティーン会議に参加した動機 
②チャレンジごとの活動内容 
③「大人に伝えたいこと」 
を区長らに話す。 

第1章 
ハイティーン会議とは？  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　実施内容 

#4　チャレンジ活動日（11月）② 

第1章 
ハイティーン会議とは？  

▲あと1か月で何をできるか、どんな発表
ができるか。そのためには何をする必要
があるか？議論は尽きない！ 

▲イベントを実施するチャレンジのメンバー　　たち
は、本番直前の集客準備に大忙しです。 

この日はオンラインで「子どもの権利の日フォーラム」が別途開催されていたため、 
ハイティーンたちも自身のチャレンジを中間報告することになりました。 
自分たちの出番までは、各グループで議論や作業に没頭していました。 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　実施内容 

#4　チャレンジ活動日（11月）③ 

▼子どもの権利の日フォーラムを終えた感想 
区長と実際にお話ができた！（高校1年） 
スケジュール管理について。切実に自分も時間管理をきっち
りしたいと思いました。（中学3年） 
区長さんたちからの意見が聞けて、視野が広がった（中学3
年） 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▼「どんな報告会にしたい？」 
・悔いのない発表 
・自分たちの意見を率直に伝えられたらいいなと思い　ま
す。 
・半年間の活動内容について、中野に対する気持ちを　伝え
られる報告会にしたいです。 
・自分の伝えたいことが伝わるような報告会。 
・発表側も聞いている側もたのしそうな報告 

フォーラムでは、チャレンジ内容の紹介に加えて「大人に言いたいこと」なども伝えました。「大人から、
中高生はどのように見えているのか」などの質問をぶつける場面も。 

 
ラスト1か月のタイミングで、報告会に先駆けて区長と対話できたことで、 

ハイティーンたちの手ごたえ・意欲は一気に高まりました。 

▲「自分たちの想いと大人の考えは、こんなに違い
があるんだと認識できた」という感想も。  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　実施内容 

#5　特別編・報告会前日準備 

【日時】12/17 10時ごろ～17時ごろ 
【場所】中野区役所 

報告会を翌日に控え、チャレンジごとに最終準備を行う1日を設けました。 
発表内容確定、発表資料作成、発表練習など、自由に直前準備を進めるうちに、文化祭前のような

高揚感が生まれ、本番へのモチベーションも最高潮に達しました。  

第1章 
ハイティーン会議とは？  

事務局からはなんの指示もありません。 
それぞれが、午前から 

日が暮れるまで、よく頑張りました！ 
26



　実施内容 

#6　報告会① 

第1章 
ハイティーン会議とは？  

ついに、8月から続いたハイティーン会議の最終回、報告会を迎えました。 
発表のルールは 
①中高生自身が資料作成　②チャレンジの歩みを5分間で発表　 
③メンターは発表終了後に補足コメント 
の3つです。 
 
区長や教育長からは、 
①チャレンジのGood評価ポイント　②チャレンジの発展ポイント　③区長からの「共感」ポイ
ント　④その他もっと質問してみたい点 
を中心にコメントをいただき、ハイティーンとの対話が行われました。 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【日時】12/18 10時～17時 
【場所】中野区役所 / YouTube配信（事前申し込み制） 

【参加者】 
　酒井直人区長 / 入野貴美子教育長 / 青山鉄兵・文教大学人間科学部准教授 
  チャレンジ内容に関係する区役所各課 
　区青少年育成地区委員会・次世代育成委員のみなさま 
　チャレンジに協力してくださった地域のみなさま 



　実施内容 

#6　報告会② 

第1章 
ハイティーン会議とは？  

気付き・学びを
得る 

地域に10代の
声を届ける 

ハイティーン会
議 

報告会 

・チャレンジの総括、振り返り 
・気付きの言語化 
・意見を資料、発表にまとめる経験 
・発表を聞いた人からのフィードバック 

・区長と直接対話し、自分の「理想　の
なかの」を伝えられる実感 
・地域の視聴者にも「ハイティーン　の
力」を感じてもらう 

28

内容  時間  内容 

発表準備  120分   

チェックイン  15分   

チャレンジ発表 
15分× 
8回 

発表（5分） 
↓ 
メンターからの補足コメント（1分） 
↓ 
所管課コメント（2分） 
↓ 
地域来場者コメント（3分） 
↓ 
区長対話（4分） 
 

内容  時間  内容 

青山准教授、入野教
育長講評 

5分× 
2回 

 

区長総評  3分   

チェックアウト  45分 

①ワークシート活用した年度振り
返り（15分） 
②グループシェア（15分） 
③全体共有（5分） 
 



　実施内容 

#6　報告会③ 

© 2022 Nonprofit Corporation KATARIBA 　

第1章 
ハイティーン会議とは？  

29

区長からは予想以上にたくさん質問がくる！ 
言葉を振り絞って、「理想のなかの」を伝えました。 

 
各チャレンジの報告内容や会場でのやり取りは、 

第２章で詳報します。 



第2章【チャレンジ詳報】 
30



　学び舎を作る 

第2章 
チャレンジ詳報 

「学び舎」チャレンジが考えた「理想のなかの」は、 
「不登校の生徒が安心して通えて、いろいろなことを深く学ぶことができるような学び舎をつ

くる」こと。 
 

➡場所を借りて、まずは単発のイベント形式で実施することを検討しました。 

31

具体的な活動に落とし込むため、若者メンターと 
オンラインでの打ち合わせや、メッセージ上でのやり取
りを重ねました。  

8月：
チャレンジの種を探す

９月：
チャレンジの表明

10月：
活動期間

11月：
活動期間

報告会
12月：

報告会準備
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　学び舎を作る 

第2章 
チャレンジ詳報 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でも… 
「学び舎」イベントを無理やり1回やって
も続かなければ意味がない。 

じゃあ、まずは教育支援室「フリーステップルー
ム」を利用している小中学生を相手に、「どんな授
業だったら参加したい？」のアンケートを実施して
みよう 

◀結果を眺めて、何が分かるか　
話し合いました。

一方で… 
アンケート回収の難しさを通して、「不登校の生徒
との接点自体が不足している」ことも実感しまし
た。 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チャレンジの種を見つける

９月：
チャレンジの

表明

10月：
活動期間

11月：
活動期間

報告会
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　学び舎を作る 

第2章 
チャレンジ詳報 

「不登校の当事者が本当に求めている『居場所』の不足」を、区長に指摘。 
 

そして、オンライン併用でのアクティブラーニング型「学び舎」のアイデアを提言しました。 

▶地域の方からも、熱のこもった 
　コメントが多数寄せられました。   33
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　犬＆飼い主交流 

第2章 
チャレンジ詳報 

■

このチャレンジでは、『自分が住んでいる地域では、犬を散歩させていると色んな知り合いができ
た。世代を超えて繋がれた』という想いを原点に、 
『中野区でも犬の飼い主のコミュニティを作りたい』と考えたところから出発。 
 
メンバーで話し合い、「中野にドッグランを作りたい」というアイデアが生まれました。 

34

　しかし、ドッグランを設置するには、運営負担や場所確保、安全対策や狂犬
病対策など、注意点がありました。 
　そこで、専門家に相談することになりました。ペットの飼育マナー講座や愛護
活動を行う「p.a.n.d.a.研究室」のアドバイスを受けながら、「平和の森公園を借り
て、飼い主マナー啓発をテーマとした交流イベントを実施する」ことを決めまし
た。 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　犬＆飼い主交流 

第2章 
チャレンジ詳報 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【イベント実施まで】 
①イベントの内容決め（参加者が楽しめて、犬を飼っていな
い地域の方にも応援してもらえるように…！） 
②ポスター制作、張り出し 
③イベントの流れ確認 
④参加者へのアンケート 
 
何度もオンラインMTGを重ねて、形にしていきました。 

◀あっという間に当日。手ごたえは…「無事成功！！」（報告会
での発表スライドより） 
 
犬のマナーについて語り合ったり、しつけゲームを楽しみなが
ら交流を深めました。  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　犬＆飼い主交流 

第2章 
チャレンジ詳報 

イベント企画、実施で感じたことを区長にしっかり報告！ 
途中で離脱してしまった参加者がいたことから、 

「自分たちは飼い主コミュニティを作ろうとしたけど、全員が交流を求めているわけではないこと
が分かった」 

という学びを言語化。会場も聞き入りました。 

地域NPOとの協働、趣旨の一貫性、なにより行動力に、多くの
来場者の方が称賛のコメントをくださいました。 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　中野駅を明るく 

第2章 
チャレンジ詳報 

中野駅周辺を歩いている人は「下を向いて暗い感じがする」という意見から出発。 
「利用者が交流できるような黒板を設置したりして、駅を明るく、利用者も明るくなってほし
い！」と考えがまとまり、実際のアクションを検討していきました。 

37

中野区まちづくり推進部・中野駅周辺まちづくり担当部長にじっくり
お話を聞くこともできました。 
黒板の設置は、場所の使用許可や運用リスクが壁ということも分か
りました。 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第2章 
チャレンジ詳報 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まずはできることから始めます。 
「中野駅利用者が中野をどう考えているのか？」をアンケートで実態調査してみると、 

中高生～社会人の35人から回答が集まりました！ 
 

これをもとに、「中野駅を明るくする」ための掲示物を制作。 
企画書も作り、実際に駅前に貼りだしました！ 



　中野駅を明るく 

第2章 
チャレンジ詳報 

試行錯誤で生み出したチャレンジに、京都府内での先行事例研究も添えて、報告。 
「精神的に、中野駅周辺を明るくする」という独創性、 

具体的なアクションを諦めない姿勢が、多くの共感を呼びました。 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　区外の人にも自慢できる中野に 

第2章 
チャレンジ詳報 

40

このチャレンジの背景には、 
区外の知り合いと話す時、「中野には何もない」と言いがちというハイティーン目線の課題がありまし

た。 
そこで、人に自慢できる中野をつくりたい！という理想を決め、話し合いが始まりました。 

でも… 
 
「扱うテーマが広くて 
何をすればいいか分からない」！ 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　区外の人にも自慢できる中野に 

第2章 
チャレンジ詳報 

41

オンラインでの話し合いを重ね… 
「シンボル」となりうる独自の魅力を探る必要性に気付きました。 

 
中野駅周辺の再開発事業が進んでいることに関連し、 

区民（特に中高生）を対象に「中野区に新たに欲しいもの」アンケートを実施しました。 

▶結果、中高生52人、社会人7人から回答が。 
「中高生にとっての居場所が少ない」という 
課題が見えてきました。 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　区外の人にも自慢できる中野に 

第2章 
チャレンジ詳報 

報告会では、区民の声から見えた「再開発のアイデア」を区長に伝えました。 
「中高生が行きたくなる店って？」 

「うーん、ラウンドワンみたいな商業娯楽施設かな」 
といったやり取りも盛り上がり、具体的な意見を表明できた発表でした。 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　子どもから大人まで自由に話せる場 

みんなの語りBAR 

第2章 
チャレンジ詳報 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このチャレンジは、ハイティーン・若者それぞれの意見が一致して立ち上がりました。 
「大人と違って、中高生は気軽に自分の意見を話せる相手と場所が無い」 

「より若い世代など、多世代交流ができる場所を作りたい」 
異なる立場でも似た思いを持っていることに感銘を受けつつ、アイデアの具体化を進めました。 

でも、「どうしたらそんな場を作れるのか？」と悩みます。 
そんなとき、若者から「中野には多くの飲食店があり、そこではいろ
いろな大人が交流している」と教えてもらい、「じゃあ、中野の資源
（魅力）である地域に根付いた飲食店を会場にして多世代交流を
図るイベントを開催してみよう！」 
と考えがまとまりました。 
 

そして若者メンターのつながりを生かし、 
協力してくれる飲食店を 

見つけることができました！ 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▼メニューをどうするか 
「モクテル」（ソフトドリンクのカクテル）を作ってみることに。
提供スピード、種類の豊富さ、オリジナリティ…悩みながら
メニューを考案しました！ 

▼集客をどうするか 
オリジナルのチラシを作り、中野区の「区民のひろば」と
いう掲示板に貼りだしました！ 

▼より多くの地域の大人を仲間にしたい 
ハイティーン、若者が力を合わせて協力先を探し、自ら足
を運んで交渉。 
結果、4社から協賛をいただきました！ 

イベントの概要は決まっても、検討すべきポイントは盛りだくさんでした。  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第2章 
チャレンジ詳報 

多くの協力者を得て、無事にイベントは成功。 
参加者23人は10代～60代と、狙い通りの多世代交流が実現できました。 

参加者へのアンケートから、交流を求める区民の多さを可視化し、報告会で発表しました。 

報告会でもひときわ大きな反響があったチャレンジです。 
区長も「飲食店が中野の特徴であることは間違いない」とうなずいていました。 

45
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3人のメンバーそれぞれが、中野の交通マナー、特に自転車の通行に課題感を持っていました。 
①通学路で自転車が危ない 

②小学校の頃、登下校中に自転車がいきなり横切ってきて危険を感じた 
③中野の交通(自転車の使い方、歩きたばこ)に課題を感じた 

「自転車も歩行者も気持ちよく通れるルールを作りたい」と、活動に臨みました。 

まずは、 
「中野区の交通マナーについて、ほかの区民はどう感じているのだろ
う？」 
という疑問に向き合うことに。 
 
幅広い世代の区民に対しアンケートを実施することにしました。 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アンケート内容は、 
・中野区の交通に危険と感じることや、不満がある場所はありますか？ 
・あなたが考える、中野区の新しい交通ルール案を教えてください。 
といったもの。 
集まった26人からの回答を分析すると、質問では自転車という言葉を使っていないのに、19人
が自転車に対する不満・危険を指摘していました。 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第2章 
チャレンジ詳報 

アンケートで課題を明確にしたうえで、 
メンバー3人がそれぞれ、若者のサポートを受けながら交通マナー啓発ポスターを作成。 

報告会では、区長とともに「●●駅のあそこの違法駐輪、なんとかしないとね」 
と意気投合していました。 

身近なテーマだけに、報告を聞いた他のハイティーンや若
者、地域の方からは多くの共感が寄せられました。  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第2章 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「中野の魅力をもっと発信したい！」と集まったメンバーたち。 
届ける対象は区外なのか？それとも区内なのか？議論を交わし、 

「区内中高生が地元の魅力を再発見するメディアをつくる」ことになりました。 
まずはInstagramアカウントを即座に開設！ 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活動① 
メンバーそれぞれが写真・文
章を用意し、 
中野のグルメをInstagramに投
稿しました。 

活動② 
さらに多くの人を巻き込むため、中野の魅力を伝えるフォトコ
ンテストを開催しました。 
「＃なかのーず」ハッシュタグをつけてInstagramに 
投稿するだけのお手軽コンテストでした！ 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第2章 
チャレンジ詳報 

フォトコンテストには合計19件の作品が集まりました。 
人、風景、グルメなど、中野区の多様な魅力が満載です！ 

Instagram実績 
 
アカウント名　nakano_town 
フォロワー数　32フォロワー 
投稿数　４投稿 
アカウント開設期間　約１か月間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  51
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第2章 
チャレンジ詳報 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「地域のプロモーション映像には、若い世代の意見が反映されていないように思える」 
「中高生の目線から、中野の魅力を伝える動画をつくりたい！」 
という若者会議メンバーからの呼びかけに対し、高校生が応えてチーム結成に至りました。 
映像制作のノウハウを一から学びながら、二人三脚でオリジナルのPVを作っていきました。 

▶大手TV局で映像制作の経験を持つゲス
トからのアドバイスを受ける様子。 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活動① 
中野駅前で、食べ歩きの様子を撮影。 
人気店など、全部で10箇所以上の 
スポットで同意を得て撮影しました。 

活動② 
「高校生の放課後」をテーマに、 
5分間の映像を編集しました。 
素材の選定や、テロップなど、 
思ったよりも時間がかかりました。 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第2章 
チャレンジ詳報 

完成した動画をハイティーン会議内や、報告会で披露したところ、 
たくさんの応援コメントをいただきました！ 

 
一方で、「撮影の許諾はしたが、SNS公開は許諾していない」等の反応があり、動画の公開
は保留となりました。撮影時に書面で約束事を確認しておく必要があることも学びました。 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第3章【感想】 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56

参加したハイティーンの感想 

第3章 
感想 

報告会後の「振り返り」ワークでは、 
ハイティーンたちがそれぞれの学びや感想を言語化。多く

の手ごたえ、経験が寄せられました。 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参加したハイティーンの感想 

第3章 
感想 

イベントの開催にあたって、自分の意
見を自分の言葉で相手に伝えることを
意識することができました。 

問題提起から解決のプロセスまで自分たちで
やり発表することは日々の日常や学校生活で
も活かせると思った。 

意見がまとまらなかったり、議論が止まったりしたときに、若者の皆
さんが体験談やアドバイスなどを伝えてくれて、 

とてもありがたかったです。 
自分も助け舟を出せるような人になりたいなと思いました。 

最初のフィールドワークで中野区の現状を見
ることができてよかったなと思った。 
毎時間、自分の意見をきちんと言えたし、
色々な人と意見交流ができて楽しかったで
す！ 

区長と実際にお話しする機会は滅多にな
いのに、自分のチャレンジについて一緒に
対話ができて嬉しかったです！！  

会議終了後のアンケートより抜粋 
※平均満足度　9.26/10 



58

メンターを務めた若者の感想 

第3章 
感想 

ハイティーンのメンターをすることによっ
て、見えてくるものがあると確信した。 

若者とハイティーンが世代間を越えて交流
したり活動できる組織体制や場をこれから
も続けられるといいなと思いました。 

ハイティーンのメンターをすることによってた
だ調べて発表ではなく、実際のアクションに
繋げるという方針はすごく良かったと思う。 

過去のハイティーン会議以上に、
具体性と密度のあるチャレンジ
だったと思います。 

他のチャレンジも含めてすべて面白く、
発表会は新しい発見やワクワクや感動
がありました。 

ハイティーンの成長や経験に良いインパクトだった
と感じました。ハイティーンと若者が一緒に活動す
る意義はあったと感じました。 

地域の協力者探しやアイデアの具体化など 
ハイティーンたちのチャレンジに 
若者の存在は不可欠でした。 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報告会を聞いた地域の方の感想 

第3章 
感想 

報告会を通して、地域の方から届いた感想の一部を紹介します。 

　今年は身近なテーマを1サイクル回し、次につながる
形の発表が多く、つながりを作る難しさ、形にする難し
さほか、試行錯誤しながらGOALまで辿り着く過程を周
囲が見守り支えている様子が垣間見れ、とても良かっ
たです。お疲れ様でした。 

　やってみて難しいこともあったと思いますが、
やってみた/乗り越えたことによる充実感のよう
なものがしっかりと伝わってきました。 
　また、単に参加者が自己満足するのではな
く、各プロジェクトの中に"区民"や中野に集ま
る"人"の存在を感じられ、人と人の交差の先
に中野の未来があるように感じました。 

　各グループがどうしてそのテーマにしたのか、テーマ
に対しての行動、行動して見えたことや考察、すべて
が素晴らしく大人が刺激を受ける内容でした。 

　地域の課題解決やまちづくりは大人だけで話し合って大人だけで決めるやり方になりがちです
が、若い皆さんの視点や気づき、アイデア、つながる力に触れて、今後の新しい在り方が示され
たのではないでしょうか。 
　区長や区の担当課職員が集まって直接発表を聞き、質疑応答のキャッチボールがある形式もと
てもいいですね。ハイティーン会議の取り組みの成果を大人が大事にして、きちんと生かそうとし
ていると感じられました。 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中野ハイティーン会議は、 

これからも10代のチャレンジを応援していきます！ 

最後までお読みいただき 
ありがとうございました！ 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2022年度中野ハイティーン会議報告書 
 

作成：認定NPO法人カタリバ 
中野区子ども教育部 育成活動推進課 若者活動支援係 


